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城
館
調
査
に
お
け
る
赤
色
立
体
地
図
の
活
用
に
つ
い
て 

～
飛
驒
市
の
調
査
事
例
か
ら
～ 

 
 

大
下 

永 

 

は
じ
め
に 

 

本
稿
は
、
赤
色
立
体
地
図
を
は
じ
め
と
す
る
微
地
形
表
現
図
を
城
館
調
査
に
活
用
す

る
に
あ
た
っ
て
の
課
題
や
調
査
手
法
の
整
理
を
目
的
と
す
る
。
近
年
、
航
空
レ
ー
ザ
ー

測
量
技
術
は
急
速
に
進
歩
し
、
高
精
度
か
つ
高
密
度
の
測
量
図
の
作
成
が
可
能
に
な
っ

た
。
と
り
わ
け
、
レ
ー
ザ
ー
測
量
で
得
ら
れ
る
三
次
元
情
報
を
も
と
に
、
地
形
の
起
伏

を
直
感
的
に
理
解
で
き
る
微
地
形
表
現
図
は
、
山
城
や
古
墳
と
い
っ
た
遺
跡
の
調
査
に

つ
い
て
、
そ
の
有
用
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
１ 
。
飛
驒
市
に
お
い
て
も
近
年
に
な
っ
て

微
地
形
表
現
図
を
作
成
し
、
城
館
跡
の
調
査
に
活
用
し
た
。 

 

し
か
し
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
や
微
地
形
表
現
図
を
如
何
に
城
館
調
査
に
活
用
す
る

か
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
手
法
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
本
市
も
模
索
し
な
が
ら

実
施
し
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
飛
驒
市
が
実
施
し
た
測
量
の
内
容
や
測

量
図
を
用
い
た
調
査
手
法
を
事
例
と
し
て
記
録
し
、
調
査
に
あ
た
っ
て
特
に
有
効
だ
っ

た
点
や
表
面
化
し
た
課
題
等
を
述
べ
た
い
。 

 

一
．
調
査
の
概
要
と
経
過 

 

飛
驒
市
で
は
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
よ
り
、
市
内
の
う
ち
主
に
古
川
町
内
と
神

岡
町
内
に
所
在
す
る
城
館
跡
の
総
合
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
古
川
盆
地
に
所
在
す
る

飛
驒
国
司
・
姉
小
路
氏
の
城
館
跡
に
つ
い
て
は
、
主
要
な
五
ヶ
所
の
山
城
を
対
象
に
試

掘
確
認
調
査
を
は
じ
め
と
す
る
総
合
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
基
礎
資
料
と
し
て
等
高
線

地
形
図
・
微
地
形
表
現
図
等
を
作
成
し
た
。
ま
た
、
神
岡
町
内
の
江
馬
氏
城
館
跡
に
つ

い
て
も
、
保
存
活
用
計
画
を
策
定
す
る
過
程
で
新
た
に
測
量
図
を
作
成
し
た
。
成
果
と

し
て
、
関
連
城
館
を
含
め
た
古
川
町
内
の
七
城
（
古
川
城
跡
・
小
島
城
跡
・
野
口
城
跡
・

向
小
島
城
跡
・
小
鷹
利
城
跡
・
岡
前
館
跡
・
増
島
城
跡
）
と
神
岡
地
区
の
八
城
（
下
館

跡
・
高
原
諏
訪
城
跡
・
土
城
跡
・
政
元
城
跡
・
寺
林
城
跡
・
洞
城
跡
・
石
神
城
跡
・
傘

松
城
跡
）、
計
十
五
城
を
対
象
に
各
種
図
面
を
作
成
し
た
。 

対
象
地
域
に
つ
い
て
は
、
既
に
国
土
交
通
省
及
び
岐
阜
県
が
地
区
全
体
の
レ
ー
ザ
ー
測

量
を
実
施
済
で
あ
っ
た
た
め
、
各
機
関
か
ら
既
存
測
量
デ
ー
タ
（
表
１
）
の
貸
与
を
受

け
て
各
種
図
面
を
作
成
し
た
。
各
種
図
の
う
ち
、
遺
跡
地
の
保
存
活
用
の
基
礎
資
料
と

し
て
必
要
な
各
山
城
跡
の
等
高
線
地
形
図
・
航
空
写
真
・
地
籍
集
合
図
等
は
、（
株
）

イ
ビ
ソ
ク
飛
驒
営
業
所
に
作
成
を
委
託
し
た
。 

 

他
方
、
特
に
未
指
定
の
姉
小
路
氏
の
山
城
跡
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
保
存
活
用
の
た

め
に
必
要
と
な
る
城
域
の
確
定
や
各
山
城
に
お
け
る
遺
構
分
布
の
把
握
・
山
麓
付
近
の

平
坦
地
の
整
理
が
急
務
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
当
時
、
全
国
的
に
航
空
レ
ー
ザ

ー
測
量
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
微
地
形
表
現
図
を
城
館
跡
の
調
査
に
用
い
る
こ
と
で
、

未
発
見
の
遺
構
の
発
見
に
繋
が
る
事
例
が
増
加
し
て
い
た
２ 

。
飛
驒
市
に
お
い
て
も
同

様
の
調
査
を
実
施
し
て
山
城
の
城
域
の
確
定
や
未
発
見
の
遺
構
の
有
無
の
確
認
を
行

う
た
め
、
微
地
形
表
現
図
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
。
微
地
形
表
現
図
は
開
発
者
に
よ

っ
て
表
現
技
術
が
異
な
る
が
、
山
城
跡
の
調
査
に
あ
た
っ
て
よ
り
有
用
な
技
術
を
選
定

す
る
た
め
、
飛
驒
市
で
は
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
る
審
査
を
実
施
し
た
。
審
査
会

の
結
果
、
最
も
高
得
点
で
あ
っ
た
ア
ジ
ア
航
測
（
株
）
岐
阜
支
店
に
図
の
作
成
を
委
託

２ １  
平
成
二
十
八 

平
成
二
十
一 

実
施
年
度 

公
共
予
防
治
山
事
業 

航
空
レ
ー
ザ

ー
測
量
・
解
析
業
務 

飛
驒
農
林
管

内
（
古
川
町
外
）
地
内 

山
田
川
跡
津
川
流
域
航
空
レ
ー
ザ
ー

計
測
業
務 

業
務
名 

岐
阜
県
林
政
部 

 

治
山
課 

神
通
川
水
系
砂
防

事
務
所 

発
注
者 

姉
小
路
氏

城
館
跡 

江
馬
氏
城

館
跡 

対
象
城
館 

表１ 既存測量データ一覧 
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し
、
同
社
開
発
の
微
地
形
表
現
図
（
以
下
、「
赤
色
立
体
地
図
」）
に
よ
っ
て
、
各
山
城

の
図
化
作
業
を
行
っ
た
。
発
注
後
、
神
岡
町
分
の
測
量
成
果
は
測
量
点
が
少
な
い
た
め

詳
細
な
調
査
検
討
の
目
的
に
耐
え
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
た
め
同
社
と
協
議
を

行
い
、
傘
松
城
跡
・
寺
林
城
跡
・
洞
城
跡
・
石
神
城
跡
に
つ
い
て
は
補
測
作
業
を
実
施

し
て
成
果
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
補
測
作
業
は
平
成
三
〇
年(

二
〇
一
八)

十
一

月
に
実
機
ヘ
リ
に
よ
り
実
施
し
、
飛
行
速
度
二
〇
ｍ
／
秒
、
飛
行
高
度
五
〇
〇
ｍ
、
計

測
密
度
は
一
〇
点
／
㎡
、
計
測
コ
ー
ス
は
四
コ
ー
ス
以
上
と
し
た
。 

 

以
上
の
測
量
成
果
を
も
と
に
各
山
城
跡
の
赤
色
立
体
地
図
を
作
成
し
た
３ 

。
こ
の
う

ち
神
岡
町
内
の
実
施
分
に
つ
い
て
は
平
成
三
十
一
年(

二
〇
一
九)

刊
行
の
『
飛
驒
市
遺

跡
詳
細
分
布
調
査
報
告
』
４ 

に
掲
載
し
た
。
特
に
傘
松
城
跡
に
つ
い
て
は
等
高
線
地
形

図
や
赤
色
立
体
地
図
を
も
と
に
現
地
踏
査
を
行
い
、
城
郭
遺
構
の
分
布
や
構
造
把
握
を

試
み
て
い
る
。
古
川
町
内
の
実
施
分
は
進
行
中
の
総
合
調
査
に
あ
た
っ
て
の
基
礎
資
料

と
し
て
活
用
し
て
い
る
。 

 

二
．
城
館
調
査
に
お
け
る
赤
色
立
体
地
図
の
活
用
手
法 

（
一
）
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
と
赤
色
立
体
地
図
に
つ
い
て 

 

以
下
に
、
赤
色
立
体
地
図
の
開
発
者
で
あ
る
千
葉
達
朗
の
論
５ 

や
ア
ジ
ア
航
測
（
株
）

岐
阜
支
店
か
ら
飛
驒
市
に
提
出
さ
れ
た
業
務
報
告
書
を
も
と
に
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量

と
赤
色
立
体
地
図
の
技
術
に
つ
い
て
概
観
す
る
。 

 

航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
は
、
上
空
を
飛
行
す
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
・
航
空
機
等
に
搭
載
し
た

航
空
レ
ー
ザ
ー
計
測
装
置
を
用
い
て
地
表
面
の
三
次
元
計
測
を
行
う
測
量
技
術
で
あ

る
（
図
１
）。
装
置
か
ら
照
射
し
た
レ
ー
ザ
ー
光
線
に
よ
る
測
距
結
果
と
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ

（Global Navigation Satellite System

／
全
球
測
位
衛
星
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
っ

て
取
得
し
た
航
空
機
の
位
置
情
報
、
Ｉ
Ｍ
Ｕ
（Inertial Measurement Unit

／
慣

性
計
測
装
置
）
に
よ
る
航
空
機
等
の
姿
勢
デ
ー
タ
を
統
合
し
、
地
表
面
の
形
状
を
直
接

的
に
測
定
す
る
。
こ
の
技
術
は
航
空

写
真
測
量
と
比
較
し
て
測
定
密
度

が
非
常
に
高
い
た
め
、
広
範
囲
に
高

精
度
な
数
値
標
高
デ
ー
タ
（
Ｄ
Ｅ

Ｍ
）
を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
ま
た
、
測
量
図
の
基
礎
デ
ー
タ

で
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
デ
ー
タ
作
成

の
過
程
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｅ
Ｍ
デ
ー
タ

か
ら
樹
木
等
の
デ
ー
タ
を
判
別
除

去
（
地
物
・
植
生
分
離
処
理
）
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
航
空
写
真
で
は
判

別
で
き
な
い
地
表
面
の
高
精
度
な

情
報
を
得
る
事
が
可
能
で
あ
る
。 

 

赤
色
立
体
地
図
は
こ
の
Ｄ
Ｅ
Ｍ

デ
ー
タ
を
も
と
に
作
成
す
る
図
で

あ
り
、
一
枚
の
オ
ル
ソ
画
像
で
方
向

依
存
性
の
な
い
立
体
感
が
得
ら
れ

る
地
形
表
現
技
術
で
あ
る
。
作
成
に

あ
た
っ
て
は
、
地
形
の
数
値
量
の
う

ち
傾
斜
度
・
地
上
開
度
・
地
下
開
度
６ 

に
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
可
視
画
像
化
す

る
。
傾
斜
度
は
地
形
の
傾
斜
量
を
彩
度
で
表
現
し
、
傾
斜
が
強
い
地
点
ほ
ど
色
彩
が
濃

く
な
る
。
地
上
開
度
・
地
下
開
度
は
尾
根
谷
を
明
度
で
表
現
し
、
地
上
開
度
が
高
い
（
周

囲
よ
り
高
く
突
き
出
し
た
地
形
）
ほ
ど
明
る
く
な
り
、
地
下
開
度
が
高
い
（
周
囲
よ
り

凹
ん
で
い
る
地
形
）
ほ
ど
暗
く
な
る
。
こ
の
三
種
の
画
像
を
合
成
す
る
こ
と
で
赤
色
立

体
地
図
の
画
像
と
な
る
（
図
２
）。
彩
色
は
赤
色
に
限
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
開 図１ 航空レーザー測量の概念図 
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発
に
あ
た
っ
て
最
も
立
体
感
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
色
と
し

て
赤
色
を
主
に
設
定
し
て
い
る
。 

 

ま
と
め
る
と
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
座
標
デ
ー
タ
か
ら
、
樹
木
の
情
報
を
取
り
除
く
等
の
処

置
を
行
い
、
赤
色
立
体
地
図
の
技
術
を
用
い
て
図
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
精
密
な
地
形
情
報
を
直
感
的
に
読
み
取

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
赤
色
立
体
地
図
は
も
と
も
と
青

木
ヶ
原
溶
岩
の
地
形
把
握
を
目
的
に
開
発
さ
れ
、
溶
岩
の

詳
細
な
分
布
把
握
や
新
た
な
火
口
の
発
見
に
繋
が
っ
た
７ 

。

遺
跡
の
調
査
と
し
て
は
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
に

よ
る
箸
墓
・
西
殿
塚
古
墳
の
調
査
８ 

や
高
取
城
跡
の
調
査
９ 

が
嚆
矢
と
な
っ
た
。
古
墳
で
は
段
築
の
形
態
が
明
ら
か
と

な
り
、
山
城
で
は
新
た
な
平
坦
地
の
発
見
に
繋
が
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
文
化
財
分
野
へ
の
赤
色
立
体
地
図
の
活

用
は
全
国
的
に
進
み
つ
つ
あ
る
１
０ 

。 

 

（
二
）
城
館
調
査
に
お
け
る
赤
色
立
体
地
図
の
利
点 

 

以
下
に
赤
色
立
体
地
図
を
城
館
跡
の
調
査
に
活
用
す
る
に
あ
た
っ
て
の
利
点
等
を

述
べ
る
。 

 

①
城
館
調
査
に
赤
色
立
体
地
図
を
使
用
す
る
利
点 

 

従
来
の
城
館
調
査
の
主
な
手
法
と
し
て
、
現
地
踏
査
を
行
っ
て
遺
構
の
位
置
・
規

模
・
構
造
を
把
握
し
、
歩
測
や
測
量
機
器
に
よ
っ
て
遺
構
配
置
を
示
す
図
面
（
以
下
、

「
縄
張
り
図
」）
を
作
成
し
て
検
討
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
縄
張
り
研
究
１
１ 

が
あ
る
。

縄
張
り
図
は
城
郭
遺
構
の
表
現
に
特
化
し
た
図
面
で
あ
り
、
遺
構
の
配
置
や
構
造
を
読

み
取
る
上
で
有
効
な
図
面
で
あ
る
。
反
面
、
城
郭
遺
構
の
認
定
・
構
造
の
理
解
・
図
化

に
つ
い
て
は
調
査
者
の
判
断
に
よ
る
た
め
、
複
数
の
縄
張
り
図
が
存
在
す
る
場
合
は
必

然
的
に
記
載
内
容
に
差
異
が
生
じ
、
客
観
的
評
価
を
付
与
し
難
い
と
い
う
側
面
が
あ
る
。

さ
ら
に
信
頼
性
の
高
い
縄
張
り
図
を
作
成
す
る
た
め
に
は
一
定
水
準
以
上
の
城
郭
遺

構
に
関
す
る
知
識
や
測
距
技
術
が
必
要
１
２ 

で
あ
り
、
一
般
的
な
資
料
と
し
て
作
成
し

難
い
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
危
険
な
斜
面
や
低
木
が
生
い
茂
る
場
所
等
、

物
理
的
に
立
ち
入
る
こ
と
が
困
難
な
場
所
は
城
郭
遺
構
の
存
在
が
判
断
で
き
な
い
。 

 

一
方
、
赤
色
立
体
地
図
は
地
形
の
凹
凸
を
面
で
表
現
す
る
こ
と
に
特
化
し
、
図
内
に

形
成
さ
れ
た
傾
斜
変
換
線
を
読
み
取
る
こ
と
で
地
形
の
起
伏
を
把
握
で
き
る
。
ま
た
、

広
範
囲
か
つ
高
密
度
の
測
量
成
果
を
も
と
に
し
た
赤
色
立
体
地
図
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
例
え
ば
等
高
線
地
形
図
に
は
表
示
さ
れ
な
い
斜
面
上
の
狭
小
な
平
坦
地
や
、
低
木

が
生
い
茂
っ
て
立
入
が
困
難
な
場
所
に
つ
い
て
、
遺
構
の
有
無
や
規
模
の
推
定
が
可
能

と
な
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
図
上
で
読
み
取
れ
る
城
郭
遺
構
の
分
布
を
俯
瞰
す
る
こ
と

で
山
城
の
城
域
推
定
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
他
、
赤
色
立
体
地
図
に
は
土
砂
移
動
に
よ

っ
て
現
地
で
は
読
み
取
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
斜
面
上
の
古
道
が
表
示
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
尾
根
線
や
山
麓
拠
点
地
域
と
の
取
り
付
き
と
い
っ
た
要
素

も
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
往
時
の
登
城
路
を
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

発
掘
調
査
の
実
施
に
際
し
て
も
、
城
全
体
の
構
造
か
ら
各
地
区
の
性
格
を
推
定
す
る
こ

と
で
、
よ
り
効
果
的
な
地
点
に
調
査
区
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
②
現
地
踏
査
の
正
確
性
・
効
率
性
の
向
上 

 
赤
色
立
体
地
図
は
、
現
地
踏
査
の
際
に
持
参
す
る
基
本
図
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
地

形
を
高
精
度
に
表
現
し
、
さ
ら
に
平
坦
地
や
斜
面
の
差
異
が
明
確
で
あ
る
た
め
、
地
形

や
遺
構
の
把
握
が
容
易
で
あ
る
。
調
査
前
に
図
を
概
観
す
る
こ
と
で
、
平
坦
地
や
堀
切

等
の
城
郭
遺
構
の
可
能
性
が
想
定
で
き
る
微
地
形
が
見
え
る
場
所
は
、
現
地
踏
査
が
必

図２ 赤色立体地図作成の概念図 
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要
と
判
断
し
て
優
先
的
に
踏
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
微
地

形
が
図
上
で
確
認
で
き
な
い
場
所
は
城
郭
遺
構
が
存
在
す
る
可
能
性
が
低
い
地
区
と

し
て
優
先
度
に
差
異
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
図
を
使
用
し
て
調

査
地
点
の
峻
別
を
行
う
こ
と
で
、
現
地
踏
査
を
よ
り
効
率
性
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

現
地
に
お
け
る
下
図
作
成
作
業
に
つ
い
て
も
、
赤
色
立
体
地
図
を
基
本
図
と
し
て
縄
張

り
図
を
作
成
す
る
と
、
平
坦
地
と
斜
面
の
傾
斜
変
換
線
（
白
色
と
赤
色
の
境
）
を
線
引

き
し
、
ケ
バ
や
構
造
物
を
書
き
込
ん
で
い
く
こ
と
で
容
易
に
作
図
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
こ
の
手
法
は
現
地
に
お
い
て
遺
構
の
把
握
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
前
提
で
あ
る

が
、
図
の
正
確
性
は
向
上
し
、
現
地
の
調
査
時
間
も
大
幅
に
短
縮
で
き
る
。 

 

③
３
Ｄ
ビ
ュ
ー
ワ
ソ
フ
ト
の
活
用 

 

赤
色
立
体
地
図
を
公
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
現
状
で
は
紙
出
力
等
の
媒
体
が
基
本
で

あ
る
。
し
か
し
本
来
は
三
次
元
情
報
で
あ
り
、
二
次
元
的
な
一
方
向
か
ら
の
情
報
の
み

で
は
十
分
で
は
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
、
３
Ｄ
ビ
ュ
ー
ワ
ソ
フ
ト
を
利
用
す
る
こ
と
で

三
次
元
的
な
情
報
把
握
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に
様
々
な
活
用
が
想
定
さ
れ
る
。
飛
驒

市
に
は
三
種
の
デ
ー
タ
形
式
の
３
Ｄ
ビ
ュ
ー
ワ
デ
ー
タ
が
納
品
さ
れ
た
。
以
下
に
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
を
城
館
調
査
へ
の
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
す
る
。 

  

〇3DPDF

（
図
３
） 

 
 
 

三
次
元
情
報
を
含
ん
だPDF

フ
ァ
イ
ル
で
あ
る
。Adobe

社
よ
り
無
償
提
供
さ

れ
て
い
るAdobe Acrobat Reader

で
閲
覧
可
能
・
操
作
が
可
能
で
あ
る
。
さ

ら
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
端
末
で
も
、
３
Ｄ
ビ
ュ
ー
ワ
ア
プ
リ

を
使
用
す
る
こ
と
で
視
点
・
角
度
を
自
由
に
変
更
し
な
が
ら
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。 

  

〇Laser Bird 

ビ
ュ
ー
ワ
（
図
４
） 

 
 
 

ア
ジ
ア
航
測
株
式
会
社
製
の
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
。
視
点
・
角
度
の
変
更
の
他
に
電

線
架
設
の
ル
ー
ト
や
土
量
等
、
土
木
工
事

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
機
能
が

あ
る
。
山
城
跡
の
調
査
に
お
い
て
は
、
距

離
や
面
積
の
計
算
・
断
面
図
作
成
を
画
面

上
で
任
意
で
行
え
る
点
が
特
に
有
用
で

あ
る
。 

  

〇TREND POINT 

ビ
ュ
ー
ア
ー
（
図
５
） 

 
 
 

福
井
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
株
式
会
社
製
の

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
。
点
群
デ
ー
タ
を
操
作
し
、

距
離
・
角
度
や
面
積
・
堆
積
を
画
面
上
で
自
由
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
他

の
ソ
フ
ト
と
比
較
し
て
、
視
点
の
角
度
や
高
度
を
よ
り
直
感
的
に
動
か
す
こ
と

が
で
き
る
。 

 

三
種
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
操
作
し
た
感
触
と
し
て
、
デ
ー
タ
を
鳥
瞰
的
に
閲
覧
・
操

作
す
る
こ
と
に
関
し
て
はTREND POINT 

ビ
ュ
ー
ア
ー
が
優
れ
る
。3DPDF

はAdobe 

Acrobat Reader

に
よ
る
操
作
は
慣
れ
が
必
要
で
あ
る
が
、
一
般
的
な
フ
ァ
イ
ル
形

式
で
あ
る
こ
と
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
デ
ー
タ
を
移
す
こ
と

で
容
易
に
操
作
可
能
と
な
る
。
飛
驒
市
で
は
調
査
と
並
行
し
て
山
城
の
復
元
イ
ラ
ス
ト

を
継
続
的
に
作
成
し
て
い
る
が
、3DPDF 

デ
ー
タ
を
復
元
イ
ラ
ス
ト
の
作
成
者
に
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
実
際
の
地
形
に
則
し
た
精
度
の
高
い
復
元
イ
ラ
ス
ト
の
作
成
が
可

能
と
な
っ
た
。Laser Bird 

ビ
ュ
ー
ワ
は
計
測
や
図
面
作
成
に
優
れ
て
お
り
、
報
告

書
に
掲
載
す
る
よ
う
な
山
城
跡
の
エ
レ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
断
面
）
図
を
任
意
に
作
成
で
き

る
。
ま
た
、
曲
輪
単
体
や
城
全
体
の
面
積
、
堀
切
の
高
さ
や
幅
等
の
数
値
を
求
め
る
こ 図３ 3DPDF表示例 
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と
が
で
き
る
。
現
地
の
地
形
を
把
握
し
て
い
れ
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
様
々
な
計
測

が
可
能
で
あ
り
、
な
お
か
つ
数
値
の
精
度
も
高
い
。
そ
の
た
め
調
査
記
録
や
報
告
書
を

作
成
す
る
際
に
有
効
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
三
種
の
ビ
ュ
ー
ワ
ソ
フ
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
に
利
点
が
存
在
し
、
そ
の
特

性
に
応
じ
た
使
い
分
け
が
可
能
で
あ
る
。
３
Ｄ
ビ
ュ
ー
ワ
ソ
フ
ト
は
こ
れ
以
外
に
も
多

数
存
在
し
、
活
用
方
法
も
多
様
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
一
例
と
し
て
紹
介
し
た
。 

 

④
赤
色
立
体
地
図
利
用
に
あ
た
っ
て
の
留
意
点 

 

以
上
の
よ
う
に
、
高
精
度
の
赤
色
立
体
地
図
を
用
い
る
こ
と
で
正
確
性
を
保
ち
つ
つ

効
率
的
に
城
館
調
査
を
実
施
で
き
る
。
一
方
で
図
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
何
点
か
注
意

事
項
が
存
在
す
る
。
筆
者
が
気
付
い
た
課
題
点
を
以
下
に
提
示
し
た
い
。 

 

一
点
目
は
城
郭
遺
構
の
把
握
・
理
解
を
示
す
た
め
に
は
赤
色
立
体
地
図
の
み
で
は
十

分
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
赤
色
立
体
地
図
の
地
形
情
報
は
非
常
に
精
密
で
あ

る
が
、
表
示
さ
れ
て
い
る
地
形
の
起
伏
が
城
郭
遺
構
で
あ
る
か
否
か
、
ま
た
遺
構
で
あ

っ
て
も
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
一
定
の
判
断
・
解
釈
が
必
要

と
な
る
。
例
え
ば
曲
輪
に
接
続
す
る
堀
状
の
地
形
に
つ
い
て
、
遺
構
で
は
な
く
自
然
の

崩
落
と
判
断
で
き
る
場
合
が
あ
る
。
遺
構
と
し
て
理
解
す
る
場
合
で
も
、
例
え
ば
竪
堀

と
い
う
解
釈
も
あ
れ
ば
、
平
坦
面
に
至
る
虎
口
と
い
う
解
釈
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
同
じ
赤
色
立
体
地
図
を
見
て
も
、
図
上
に
形
成
さ
れ
て
い
る
地
形
の
起
伏
が
城

郭
遺
構
の
構
造
と
し
て
理
解
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
見
る
人
の
知
識
の
程
度
や
視
点
に

よ
っ
て
変
化
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
等
高
線
地
形
図
や
縄
張
り
図
等
も
併
用
し
な
が
ら

城
郭
遺
構
の
位
置
や
規
模
・
構
造
の
理
解
を
示
す
必
要
が
あ
る
。 

 

二
点
目
は
測
量
成
果
の
精
度
の
問
題
が
あ
る
。
飛
驒
市
で
は
国
・
県
の
測
量
成
果
の

貸
与
を
受
け
る
こ
と
で
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
多
数
の
山
城
跡
の
図
化
に
成
功
し
た

が
、
前
述
の
通
り
計
測
点
数
が
少
な
い
た
め
に
補
測
を
行
っ
た
山
城
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
計
測
点
数
が
少
な
く
、
必
要
な
微
地
形
の
情
報
が
十
分
に
取
得
で
き
な
い
場
合
は

調
査
に
耐
え
る
図
面
と
な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
赤
色
立
体
地
図
作

成
に
あ
た
っ
て
は
可
能
な
限
り
高
精
度
の
測
量
成
果
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
。 

 
三
点
目
は
調
査
報
告
書
掲
載
に
際
し
て
の
課
題
で
あ
る
。
現
状
で
は
文
化
財
の
調
査

報
告
書
は
紙
媒
体
が
基
本
で
あ
る
。
近
年
、
デ
ジ
タ
ル
公
開
が
進
展
し
て
「
全
国
遺
跡

報
告
総
覧
」
１
３ 

の
よ
う
に
、
刊
行
物
の
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
を
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
上
で
公

開
す
る
動
き
が
広
ま
っ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
公
開
さ
れ
る
デ
ー
タ
は
紙
媒
体
の
報
告

書
の
デ
ジ
タ
ル
版
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
三
次
元
情
報
を
閲
覧
・
操
作
す

図 4 Laser Bird ビューワ表示例（上）  

図 5 TREND POINT ビューアー表示例（下） 
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る
場
合
は
相
応
の
デ
ジ
タ
ル
環
境
や
専
用
ソ
フ
ト
の
使
用
が
前
提
と
な
り
、
公
開
も
困

難
で
あ
る
。こ
の
こ
と
に
つ
い
て
明
確
な
回
答
は
明
示
し
得
な
い
が
、ひ
と
ま
ず3DPDF

等
の
無
償
ソ
フ
ト
で
閲
覧
可
能
な
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
し
、
動
画

等
の
解
説
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
・
公
開
す
る
と
い
っ
た
手
法
は
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 

（
三
）
飛
驒
市
の
調
査
事
例 

 

①
赤
色
立
体
地
図
を
活
用
し
た
縄
張
り
図
作
成
の
手
順 

 

飛
驒
市
の
城
館
調
査
に
お
い
て
、
特
に
測
量
図
を
用
い
て
得
た
い
情
報
は
以
下
の
二

点
で
あ
っ
た
。
一
点
は
各
山
城
の
城
域
の
推
定
で
あ
る
。
遺
跡
の
範
囲
を
推
定
し
、
文

化
財
指
定
の
際
に
保
護
す
べ
き
範
囲
を
決
定
す
る
根
拠
と
な
る
た
め
で
あ
る
。
も
う
一

点
は
未
確
認
の
城
郭
遺
構
の
確
認
で
あ
る
。
こ
れ
は
保
護
す
べ
き
城
郭
遺
構
の
把
握
漏

れ
が
可
能
な
限
り
無
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。 

 

赤
色
立
体
地
図
は
広
範
囲
の
地
形
を
一
挙
に
把
握
で
き
る
た
め
、
広
域
視
点
で
城
郭

全
体
の
構
造
を
推
定
で
き
る
。
ま
た
、
詳
細
視
点
で
は
遺
構
の
可
能
性
が
あ
る
狭
小
な

地
形
の
起
伏
が
表
示
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
図
の
特
徴
を
ふ
ま
え
て
広
域
的
検
討
で
は
、

図
の
分
析
や
既
往
の
調
査
記
録
と
の
比
較
検
討
に
よ
っ
て
、
城
郭
全
体
の
範
囲
や
遺
構

の
大
ま
か
な
配
置
構
造
を
検
討
し
た
。
一
方
、
詳
細
な
検
討
と
し
て
城
郭
遺
構
の
位
置

や
規
模
・
構
造
を
示
す
た
め
、
前
述
で
提
示
し
た
よ
う
に
赤
色
立
体
地
図
を
基
本
図
と

し
て
活
用
し
、
新
規
に
縄
張
り
図
を
作
成
し
た
。
筆
者
が
行
っ
た
作
図
手
法
は
、
赤
色

立
体
地
図
を
一
〇
〇
〇
分
の
一
の
縮
尺
で
出
力
し
て
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
重

ね
て
現
地
に
持
参
し
、
実
際
の
地
形
を
確
認
し
な
が
ら
下
図
を
描
く
も
の
で
あ
る
。
作

図
内
容
は
一
般
的
な
縄
張
り
図
と
同
一
で
あ
る
が
、
高
精
度
の
赤
色
立
体
地
図
を
基
図

と
し
て
用
い
る
場
合
、
基
本
的
に
現
地
計
測
は
不
要
で
あ
り
、
地
形
を
目
視
し
つ
つ
赤

色
立
体
地
図
の
傾
斜
変
換
線
を
線
引
き
す
る
方
法
で
作
業
時
間
を
大
幅
に
短
縮
で
き

る
。
し
か
し
、
場
所
に
よ
っ
て
図
の
微
地
形
が
不
鮮
明
な
場
合
が
あ
り
、
土
塁
の
幅
等

を
部
分
的
に
計
測
す
る
必
要
性
が
生
じ
る
。
そ
の
場
合
に
備
え
て
従
来
の
縄
張
り
図
の

作
成
に
使
用
す
る
用
具
を
持
参
す
る
必
要
が
あ
る
。
筆
者
は
方
位
磁
石
・
定
規
・
レ
ー

ザ
ー
距
離
計
を
持
参
し
、
必
要
に
応
じ
て
簡
易
な
計
測
も
併
用
し
た
。
現
地
に
お
い
て

作
成
し
た
下
図
は
、Adobe Illustrator

を
使
用
し
て
デ
ジ
タ
ル
ト
レ
ー
ス
を
行
い

清
書
す
る
。
な
お
、
縄
張
り
図
作
成
の
際
に
は
、
従
来
の
手
法
と
同
じ
く
等
高
線
地
形

図
を
ベ
ー
ス
と
す
る
。
等
高
線
は
レ
ー
ザ
ー
測
量
成
果
を
利
用
す
る
と
、
短
い
間
隔
で

も
表
示
可
能
で
あ
る
が
、
縄
張
り
図
を
二
〇
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
分
の
一
程
度
で
出
力
す

る
た
め
、
あ
ま
り
に
細
か
い
等
高
線
は
黒
塗
り
に
な
っ
て
判
別
で
き
な
い
。
複
数
の
パ

タ
ー
ン
を
検
討
す
る
中
で
、
等
高
線
は
二
メ
ー
ト
ル
間
隔
の
表
示
を
基
本
と
し
た
。 

 

②
赤
色
立
体
地
図
に
よ
る
判
読
と
縄
張
り
図
作
成 

 

前
項
ま
で
の
調
査
手
順
に
つ
い
て
、
事
例
と
し
て
岐
阜
県
史
跡
・
傘
松
城
跡
に
お
け

る
調
査
内
容
を
示
す
。
対
象
地
の
傘
松
城
跡
は
、
飛
驒
市
神
岡
町
の
吉
田
・
寺
林
・
釜

崎
の
三
区
に
跨
っ
て
所
在
す
る
山
城
で
あ
る
。
地
元
で
は
平
安
時
代
の
築
城
伝
承
が
伝

わ
っ
て
き
た
が
、
岐
阜
県
中
世
城
館
総
合
調
査
に
よ
っ
て
、
現
地
に
残
る
城
郭
遺
構
は

戦
国
時
代
後
期
に
江
馬
氏
が
使
用
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
１
４ 

。
飛

驒
市
で
は
江
馬
氏
城
館
跡
の
一
地
区
と
し
て
位
置
づ
け
、
将
来
的
な
保
存
活
用
を
見
据

え
た
調
査
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。 

 

平
成
三
〇
年
度
は
、
同
年
に
作
成
し
た
赤
色
立
体
地
図
（
図
６
・
７
）
を
も
と
に
現

地
踏
査
を
行
っ
て
そ
の
成
果
を
発
掘
調
査
報
告
書
に
掲
載
し
た
１
５ 

。
第
一
に
、
堀
切

や
切
岸
等
か
ら
読
み
取
れ
る
遮
断
線
を
も
と
に
地
区
区
分
を
行
っ
た
。
主
郭
周
辺
を

「
主
郭
地
区
」
と
設
定
し
、
主
郭
か
ら
北
・
西
・
南
東
方
向
に
派
生
す
る
各
尾
根
上
の

地
区
を
そ
れ
ぞ
れ
「
西
尾
根
地
区
」「
北
尾
根
地
区
」「
南
東
尾
根
地
区
」
と
し
、
主
郭

南
側
斜
面
を
「
南
地
区
」
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
現
地
踏
査
に
お
け
る
各
地
区
内
の

地
表
面
観
察
の
結
果
を
も
と
に
城
郭
遺
構
の
配
置
や
構
造
を
推
定
し
、
城
全
体
の
価
値
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づ
け
を
行
っ
た
。
報
告
書
に
は3DPDF

デ
ー
タ
を
用
い
て
鳥
瞰
的
な
視
点
の
画
像
も
掲

載
し
た
他
、
堀
切
の
規
模
を
尾
根
ご
と
に
比
較
す
る
た
め
に
ビ
ュ
ー
ワ
ソ
フ
ト
を
活
用

し
て
任
意
の
断
面
図
を
作
成
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は
縄
張
り
図
は
作
成
せ
ず
、

赤
色
立
体
地
図
に
白
字
で
遺
構
の
注
記
を
行
う
に
と
ど
ま
っ
た
。
報
告
書
に
お
い
て
も

赤
色
立
体
地
図
の
み
で
は
細
か
な
城
郭
遺
構
の
構
造
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
従

来
ど
お
り
の
縄
張
り
図
と
併
用
し
た
検
討
も
必
要
で
あ
る
と
い
う
課
題
を
述
べ
た
。 

 

こ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、
令
和
二
年
度
に
は
追
加
調
査
を
実
施
し
て
縄
張
り
図

の
作
成
を
行
っ
た
。
現
地
調
査
・
下
図
の
作
成
は
筆
者
が
行
い
、
図
面
の
ト
レ
ー
ス
作

業
は
同
年
度
に
倒
木
棄
損
に
伴
う
試
掘
確
認
調
査
の
実
施
に
合
わ
せ
て
（
株
）
イ
ビ
ソ

ク
に
委
託
し
た
。
な
お
、
ト
レ
ー
ス
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
筆
者
旧
稿
に
お
け
る
略
測

図
の
作
成
手
順
を
適
用
し
た
１
６ 

。
作
成
し
た
縄
張
り
図
（
図
８
・
９
）
に
よ
っ
て
城

郭
遺
構
の
配
置
や
全
体
構
造
の
把
握
が
容
易
と
な
り
、
試
掘
確
認
調
査
に
お
け
る
各
ト

レ
ン
チ
の
場
所
性
や
、
検
出
し
た
遺
構
の
性
格
を
推
定
す
る
た
め
に
も
有
用
で
あ
っ
た
。 

 

関
連
し
て
赤
色
立
体
地
図
を
用
い
た
城
郭
遺
構
の
判
読
例
を
表
２
１
７ 

に
示
す
。
主

に
傘
松
城
跡
の
調
査
事
例
か
ら
抜
粋
し
、
竪
堀
と
土
塁
を
連
続
し
て
設
け
る
畝
状
空
堀

群
（
畝
状
竪
堀
群
）
の
み
古
川
地
区
に
所
在
す
る
小
鷹
利
城
跡
の
図
面
１
８ 

を
使
用
し

て
い
る
。
城
郭
遺
構
を
判
読
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
基
本
的
に
赤
色
立
体
地
図
上
に
形

成
さ
れ
て
い
る
傾
斜
変
換
線
を
読
み
取
っ
て
地
形
の
凹
凸
を
理
解
す
る
。
城
郭
遺
構
の

分
類
・
考
え
方
は
千
田
嘉
博
１
９ 

や
中
井
均
２
０ 

の
著
書
を
参
考
に
設
定
し
た
。
な
お
、

判
読
・
図
化
に
あ
た
っ
て
は
現
地
踏
査
に
よ
り
検
証
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
こ
れ

は
既
に
述
べ
た
通
り
、
赤
色
立
体
地
図
上
で
読
み
取
れ
る
地
形
の
起
伏
が
城
郭
遺
構
で

あ
る
か
と
い
う
認
定
や
、
城
郭
遺
構
の
構
造
・
機
能
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
現
地
を
確

認
し
た
調
査
者
の
解
釈
が
必
要
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
斜
面
の
表
現
で
あ
る
ケ
バ
線
の

設
定
に
つ
い
て
も
、
切
岸
の
斜
度
や
落
差
か
ら
線
の
長
さ
や
密
度
を
決
定
す
る
た
め
、

現
地
を
確
認
せ
ず
に
図
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
樹
木
繁
茂
等
の
理
由
に

よ
り
赤
色
立
体
地
図
上
の
傾
斜
変
換
線
が
不
鮮
明
な
場
合
も
あ
る
た
め
、
赤
色
立
体
地

図
を
使
用
す
る
場
合
で
も
精
緻
な
現
地
確
認
は
必
ず
行
う
必
要
が
あ
る
。
な
お
、
飛
驒

市
の
山
城
に
は
確
認
で
き
な
い
遺
構
と
し
て
、
堀
障
子
や
畝
堀
等
が
存
在
す
る
。
こ
れ

ら
の
判
読
例
に
つ
い
て
は
他
地
域
の
事
例
報
告
を
待
ち
た
い
。 

 

そ
の
他
の
城
郭
遺
構
と
し
て
「
虎
口
」「
馬
出
」
と
い
っ
た
も
の
が
あ
る
２
１ 

。
虎
口

は
曲
輪
出
入
口
の
遺
構
で
あ
り
、
馬
出
は
虎
口
前
面
に
設
け
ら
れ
た
堀
に
よ
っ
て
囲
わ

れ
た
曲
輪
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
城
郭
遺
構
と
し
て
の
性
格
を
表
し
て

い
る
も
の
で
、
地
形
か
ら
判
断
で
き
る
堀
切
等
の
遺
構
群
と
違
い
、
総
合
的
解
釈
に
よ

っ
て
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
虎
口
や
馬
出
等
の
遺
構
を
推
測
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
赤
色
立
体
地
図
の
よ
う
な
測
量
図
の
み
で
は
な
く
、
城
全
体
の
遺
構

配
置
や
構
造
も
把
握
し
た
上
で
解
釈
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
飛
驒
市
で
は
赤
色
立
体
地
図
を
活
用
し
て
縄
張
り
図
を
作
成
し
、

城
郭
遺
構
の
位
置
・
規
模
・
性
格
の
把
握
や
城
域
の
推
定
を
行
っ
た
。
長
年
蓄
積
の
あ

る
縄
張
り
図
に
よ
る
検
討
に
赤
色
立
体
地
図
の
技
術
を
応
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
精
度

の
高
い
図
を
作
成
可
能
２
２ 

と
な
っ
た
。
熟
達
し
た
測
距
技
術
や
作
図
技
術
が
無
く
て

も
一
定
水
準
の
図
を
作
成
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
画
期
的
と
言
え
る
。
し
か
し
、

遺
構
の
構
造
・
地
形
を
適
切
に
図
化
す
る
た
め
に
は
、
遺
構
把
握
の
為
の
知
識
や
図
の

表
現
技
術
は
従
来
の
縄
張
り
図
と
同
様
に
求
め
ら
れ
る
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。
さ
ら

に
客
観
性
を
高
め
る
た
め
に
は
可
能
で
あ
れ
ば
複
数
人
で
内
容
を
検
証
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
ま
た
、
ど
れ
だ
け
精
度
が
高
い
縄
張
り
図
で
あ
っ
て
も
遺
構
の
一
解
釈
を

示
し
た
図
面
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
調
査
技
術
の
進
展
や
調
査
者
ご
と
の
認

識
の
違
い
に
よ
っ
て
将
来
的
な
内
容
の
更
新
は
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
報
告
書
掲

載
等
に
あ
た
っ
て
は
将
来
的
な
比
較
・
再
検
証
が
で
き
る
よ
う
に
縄
張
り
図
と
赤
色
立

体
地
図
は
合
わ
せ
て
掲
載
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。 
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図６ 傘松城跡赤色立体地図（上） ／ 図７ 主郭地区周辺拡大図（下） 
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図８ 赤色立体地図をもとに作成した傘松城跡縄張り図（上） ／ 図９ 主郭地区周辺拡大図（下） 
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表２ 城郭遺構の判読例 
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お
わ
り
に 

 
本
稿
で
は
、
赤
色
立
体
地
図
の
技
術
的
特
性
か
ら
城
館
調
査
に
有
効
な
点
や
課
題
点

を
整
理
し
、
飛
驒
市
に
お
い
て
実
施
し
た
調
査
手
法
を
示
し
た
。
レ
ー
ザ
ー
測
量
成
果

を
も
と
に
作
成
し
た
赤
色
立
体
地
図
は
微
地
形
の
判
読
に
向
い
た
技
術
で
あ
り
、
山
城

の
城
郭
遺
構
の
把
握
に
も
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
。
当
該
技
術
は
山
城
の
全
体
的
な

空
間
構
造
の
把
握
、
城
郭
遺
構
の
検
証
や
未
発
見
遺
構
の
把
握
等
に
有
効
な
資
料
で
あ

る
。
し
か
し
既
に
指
摘
さ
れ
る
通
り
、
赤
色
立
体
地
図
も
決
し
て
万
能
で
は
な
い
。
飛

驒
市
の
調
査
事
例
か
ら
、
長
年
蓄
積
さ
れ
て
き
た
縄
張
り
研
究
の
成
果
で
あ
る
縄
張
り

図
に
つ
い
て
も
、
そ
の
有
効
性
を
改
め
て
認
識
で
き
た
。
縄
張
り
図
は
城
郭
遺
構
の
確

認
や
城
全
体
の
構
造
把
握
の
た
め
に
依
然
欠
か
せ
な
い
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
課
題

と
さ
れ
て
き
た
調
査
者
の
測
距
技
術
に
よ
っ
て
変
動
す
る
図
の
精
度
や
、
解
釈
の
違
い

に
よ
る
城
郭
遺
構
の
理
解
に
違
い
に
つ
い
て
も
、
縄
張
り
図
作
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
赤
色

立
体
地
図
の
検
証
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
よ
い
効
率
的
か
つ
精
度
が
高
い
成
果
を
得
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
縄
張
り
図
と
赤
色
立
体
地
図
は
共
存
関
係
に
あ

る
と
言
え
よ
う
。 

 

現
在
、
山
城
・
山
寺
・
古
墳
の
よ
う
な
地
表
面
観
察
が
重
要
な
要
素
と
な
る
遺
跡
の

総
合
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
微
地
形
表
現
図
を
作
成
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
り
つ
つ
あ

る
。
し
か
し
、
す
べ
て
の
地
点
で
新
規
に
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
を
実
施
す
る
こ
と
は
現

実
的
で
は
な
い
。
飛
驒
市
が
城
館
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
、
国
・
県
が
実
施
し
た
既

存
の
レ
ー
ザ
ー
成
果
を
利
用
で
き
た
こ
と
は
、
財
政
的
な
面
は
も
と
よ
り
複
数
地
点
の

成
果
を
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
調
査
の
基
礎
資
料
の
充
実
の
面
で
大
き
な
助

け
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
公
的
機
関
実
施
の
測
量
成
果
が
広
く
共
有
さ
れ
、
さ
ら
に

赤
色
立
体
地
図
の
よ
う
な
新
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
か
つ
容
易
に
遺
跡

の
情
報
を
得
る
事
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
活
用
面
に
つ
い
て
も
、
ビ
ュ
ー

ワ
ソ
フ
ト
や
模
型
と
い
っ
た
理
解
し
や
す
い
媒
体
や
映
像
表
現
を
模
索
す
る
こ
と
で
、

専
門
知
識
に
有
無
に
関
わ
ら
ず
城
跡
の
価
値
を
理
解
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。 

 

航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
や
赤
色
立
体
地
図
も
そ
う
で
あ
る
が
、
最
新
技
術
を
如
何
に
活

用
し
て
精
度
の
高
い
文
化
財
調
査
を
実
施
す
る
か
、
常
に
模
索
し
な
が
ら
事
例
を
蓄
積

し
、
そ
の
手
法
を
模
索
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
が
文
化
財
調
査
に
携
わ
る
者
に
は
求
め

ら
れ
る
と
考
え
る
。
本
稿
で
示
し
た
の
は
そ
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
こ
に
飛
驒
市

が
実
施
し
た
手
順
と
成
果
等
を
共
有
し
、
各
研
究
機
関
・
自
治
体
間
の
相
互
交
流
や
調

査
手
法
の
確
立
に
寄
与
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。 

 

【
付
記
】
本
稿
で
示
し
た
調
査
内
容
は
、
姉
小
路
氏
城
館
跡
調
査
指
導
委
員
会
の
指
導

に
よ
り
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
に
中
井
均
委
員
長
に
は
調
査
の
検
討
段
階
か
ら

様
々
な
ご
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
図
１
を
千
葉
達
朗
氏
（
ア
ジ
ア
航
測
（
株
）

先
端
技
術
研
究
所
）
に
ご
提
供
頂
き
、
ア
ジ
ア
航
測
（
株
）
岐
阜
支
店
に
は
掲
載
の

承
諾
を
頂
い
た
。
以
上
の
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。 

  

注 

 

１ 

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
・
ア
ジ
ア
航
測
株
式
会
社
二
〇
一
六
『
古
墳
・
山
城
の
計
測
―

航
空
レ
ー
ザ
ー
技
術
の
活
用
―
』。 

２ 

微
地
形
表
現
図
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
実
施
前
に
飯
盛
山
城
跡
（
大
阪
府
四
条
畷
市
・
大
東

市
）・
郡
山
城
跡(

広
島
県
安
芸
高
田
市)

・
佐
和
山
城
跡(

滋
賀
県
彦
根
市)

等
に
お
い
て
事
例
調

査
を
行
っ
た
。 

３ 
赤
色
立
体
地
図
は
本
来
フ
ル
カ
ラ
ー
の
画
像
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
誌
の
都
合
上
グ
レ
ー
ス
ケ

ー
ル
で
掲
載
し
て
い
る
。 

４ 

飛
驒
市
教
育
委
員
会
二
〇
一
九
『
飛
驒
市
内
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
報
告
―
古
川
町
・
神
岡
町
―
』。 

５ 

千
葉
達
朗
・
鈴
木
雄
介
二
〇
〇
四
「
赤
色
立
体
地
図
―
新
し
い
地
形
表
現
手
法
―
」『
応
用
測

量
論
文
集
』
一
五
。 

６ 

横
山
隆
三
・
白
沢
道
生
・
菊
池
祐
「
開
度
に
よ
る
地
形
特
徴
の
表
示
」『
写
真
測
量
と
リ
モ
ー
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ト
セ
ン
シ
ン
グ
』
三
十
八
巻
四
号
、
二
一
六
―
三
一
四
頁
。 

７ 

千
葉
達
朗
・
冨
田
陽
子
・
鈴
木
雄
介
・
荒
井
健
一
・
藤
井
紀
綱
・
宮
地
直
道
・
小
泉
市
朗
・
中

島
幸
信
二
〇
〇
七
「
航
空
レ
ー
ザ
計
測
に
も
と
づ
く
青
木
ヶ
原
溶
岩
の
微
地
形
解
析
」『
富
士

火
山
』
山
梨
県
環
境
科
学
研
究
所
、
三
四
九
―
三
六
三
頁
。 

８ 

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
・
ア
ジ
ア
航
測
株
式
会
社
二
〇
一
二
「
箸
墓
・
西
殿
塚
古
墳
赤

色
立
体
地
図
の
作
成
」
報
道
発
表
資
料
。 

９ 

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
・
ア
ジ
ア
航
測
株
式
会
社
二
〇
一
五
「
奈
良
県
高
取
城
の
赤
色

立
体
地
図
」
報
道
発
表
資
料
。 

１
０ 

赤
色
立
体
地
図
を
城
館
調
査
に
活
用
し
た
事
例
報
告
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

（
京
都
市
二
〇
一
八
『
平
成
二
九
年
度
京
都
市
内
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
報
告
』、
吉
川
由
里
子
・

吉
田
智
哉
・
押
野
博
仁
二
〇
一
八
「
航
空
レ
ー
ザ
測
量
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
岩
櫃
城
跡
周
辺
地

形
の
計
測
手
法
の
検
討
」『
日
本
文
化
財
科
学
会
第
三
五
回
発
表
要
旨
集
』
日
本
文
化
財
科
学

会
、
川
越
光
洋
・
石
川
美
咲
「
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
に
お
け
る
航
空
レ
ー
ザ
計
測
の
報
告
１
」

『
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
紀
要
二
〇
一
八
』
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
）。 

１
１ 

千
田
嘉
博
・
小
島
道
裕
・
前
川
要
編
一
九
九
三
『
城
館
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
新
人
物
往
来

社
。 

１
２ 

千
田
嘉
博
二
〇
〇
〇
「
縄
張
り
調
査
の
意
義
と
方
法
」『
織
豊
系
城
郭
の
形
成
』
東
京
大
学
出

版
会
。 

１
３ 

「
全
国
遺
跡
報
告
総
覧
」（h

ttp
s://siterep

orts.n
a
b
u

n
k
en

.g
o.jp

）。 

１
４ 

岐
阜
県
教
育
委
員
会
二
〇
〇
五
『
岐
阜
県
中
世
城
館
跡
総
合
調
査
報
告
書
』
第
四
集
（
飛
驒

地
区
・
補
遺
）。 

１
５ 

大
下
永
二
〇
一
九
「
史
跡
江
馬
氏
城
館
跡
と
傘
松
城
跡
の
位
置
づ
け
」（
前
掲
注
四
）。 

１
６ 

大
下
永
①
二
〇
一
八
「
飛
驒
に
お
け
る
中
世
山
寺
の
空
間
構
造
に
つ
い
て
」『
斐
太
紀
』
平
成

三
〇
年
秋
季
号
。
②
飛
驒
市
教
育
委
員
会
二
〇
二
〇
『
江
馬
氏
城
館
跡
７
・
江
馬
氏
殿
遺
跡
』。

な
お
、Ad

ob
e Illu

stra
tor

を
使
用
す
る
場
合
の
線
幅
等
の
基
準
は
以
下
の
通
り
と
し
て
い
る

（
全
て
千
分
の
一
基
準
）。
平
坦
地
上
端
＝
線
幅
一
ポ
イ
ン
ト
の
実
線
。
平
坦
地
下
端
＝
線
幅

一
ポ
イ
ン
ト
の
破
線
（
線
二
・
五
ポ
イ
ン
ト
、
空
き
二
ポ
イ
ン
ト
）。
道
＝
線
幅
一
・
五
ポ
イ

ン
ト
の
破
線
（
線
六
ポ
イ
ン
ト
、
空
き
五
ポ
イ
ン
ト
）。
ケ
バ
＝
線
幅
一
ポ
イ
ン
ト
の
先
尖
り

形
状
線
（
線
幅
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
４
号
）。
人
口
構
造
物
＝
線
幅
〇
・
五
ポ
イ
ン
ト
の
実
線
。
矢

印
・
凹
凸
地
面
・
崩
落
＝
線
幅
一
ポ
イ
ン
ト
の
実
線
。
石
・
池
等
＝
線
幅
〇
・
五
～
〇
・
七
五

ポ
イ
ン
ト
の
実
線
。
但
し
図
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
判
断
し
て
こ
れ
ら
の
数
値
は
適
宜
変
更
し

て
い
る
。 

 

１
７ 

赤
色
立
体
地
図
を
も
と
に
地
形
を
判
読
し
た
研
究
と
し
て
、
災
害
に
よ
る
土
砂
移
動
を
検
証

し
た
論
（
金
俊
之
・
檜
垣
大
助
二
〇
一
九
「
地
形
的
背
景
か
ら
み
た
岩
手
県
北
上
山
地
に
お
け

る
平
成
二
十
八
年
八
月
台
風
第
十
号
豪
雨
の
土
砂
移
動
」『
日
本
地
す
べ
り
学
会
誌
』
第
五
十

六
巻
三
号
、
一
〇
四
―
一
一
四
頁
。）
が
あ
り
、
表
２
作
成
に
あ
た
っ
て
参
考
と
し
た
。 

１
８ 

小
鷹
利
城
跡
の
調
査
・
図
化
は
三
好
清
超
（
飛
驒
市
教
育
委
員
会
）
が
担
当
し
た
。 

１
９ 

前
掲
注
１
１
（
第
五
章
）。 

２
０ 

中
井
均
二
〇
一
六
『
城
館
調
査
の
手
引
き
』
山
川
出
版
社
。 

２
１ 

前
掲
注
２
０
。 

２
２ 

筆
者
自
身
、
歩
測
や
距
離
計
を
用
い
て
縄
張
り
図
を
作
成
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
赤
色
立
体

地
図
を
用
い
た
場
合
、
通
常
と
比
較
し
て
調
現
地
踏
査
の
所
要
時
間
は
大
幅
に
短
縮
し
、
図
の

精
度
は
各
段
に
向
上
す
る
の
を
実
感
し
た
。 


